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は
じ
め
に

　
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
の
単
位
で
あ
る
属
州
で
は
、
先
住
民
の
帝
国

社
会
へ
の
統
合
と
、そ
れ
に
伴
う
多
様
な
領
域
で
の
変
化
が
あ
っ
た
。

こ
の
変
化
を
説
明
す
る
た
め
に
、
一
九
世
紀
末
以
降
ロ
ー
マ
史
研
究

で
は
「
ロ
ー
マ
化
」
な
る
概
念
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　
従
来
の
「
ロ
ー
マ
化
」
概
念
に
備
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
と

そ
れ
へ
の
批
判
―
―
帝
国
主
義
的
言
説
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
概

念
の
混
乱
等
―
―
に
つ
い
て
は
、
既
に
繰
り
返
し
紹
介
さ
れ
て
き

た
（
１
）

。
だ
が
批
判
は
批
判
と
し
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
内
各
地
に
お
け
る
な

に
が
し
か
の
ロ
ー
マ
風
の
生
活
の
定
着
と
、
先
住
民
の
帝
国
社
会
へ

の
一
定
程
度
の
統
合
を
説
明
す
る
語
と
し
て
は
、「
ロ
ー
マ
化
」
以

上
に
有
効
な
も
の
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
考
え
に
基
づ

い
て
私
は
、
属
州
民
の
「
ロ
ー
マ
化
」
の
実
態
と
、
帝
国
に
と
っ
て

の
そ
の
意
味
を
問
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
検
討
対
象
は
、
帝
国
形

成
最
初
期
に
属
州
と
な
っ
た
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
、
中
で
も
半
島
南
部

の
属
州
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
以
前
は
ヒ
ス
パ
ニ
ア
・
ウ
ル
テ
リ
オ
ル

H
ispania U

lterior

（
以
下
、「
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
」
と
表
記
す
る
）、

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
再
編
以
降
は
ヒ
ス
パ
ニ
ア
・
バ
エ
テ
ィ
カ

H
ispania Baetica

と
す
る
。
既
に
本
稿
以
前
に
、
こ
の
属
州
に

お
け
る
先
住
民
社
会
の
ロ
ー
マ
支
配
下
で
の
変
容
に
つ
い
て
、
予
備

的
な
論
考
を
進
め
て
き
た

（
２
）

。

　
紀
元
一
世
紀
の
著
書
『
地
理
学
』
の
中
で
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
報
告
三

　
ロ
ー
マ
帝
国
形
成
期
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
「
ロ
ー
マ
人
」

　
宮

　
嵜

　
麻

　
子
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特
に
バ
エ
テ
ィ
ス
河
（
註
：
現
在
の
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
河
）

流
域
に
暮
ら
す
ト
ゥ
ル
デ
タ
ニ
ア
人
は
、
ロ
ー
マ
風
の
生
活
を

あ
ま
り
に
も
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
も
は

や
自
分
た
ち
の
言
語
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
中
略
・
・
・

こ
う
し
た
イ
ベ
リ
ア
人
た
ち
は
、
そ
の
生
活
様
式
の
ゆ
え
に

togati

（
註
：「
ト
ガ
を
着
る
人
」、
の
意
。
ト
ガ
は
ロ
ー
マ
人

に
固
有
の
衣
服
で
あ
る
）
で
あ
る

（
３
）

。

　
こ
の
文
章
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
「
ロ
ー
マ
化
」
の
典
型

例
と
し
て
、
夙
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
き
た
。

　
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
は
ロ
ー
マ
人
到
来
以
前
と

到
来
後
の
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
、同
時
期
の
他
の
地
域
に
比
し
て
、

質
・
量
と
も
に
あ
る
程
度
豊
か
な
考
古
学
資
料
お
よ
び
文
献
資
料
を

持
っ
て
い
る

（
４
）

。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
属
州
設
置
後
の
こ
の
地
域
の
先

住
民
の
生
活
を
概
観
す
る
と
、
た
し
か
に
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
述
べ
る
よ

う
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
状
況
を
「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
概
念
を
用
い
つ
つ

理
解
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
意
味
で
の

「
ロ
ー
マ
化
」な
の
か
、そ
の
点
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
西
部
（
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
に
ほ
ぼ
重
な
る
地
域
）

に
は
、
ロ
ー
マ
に
よ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
支
配
開
始
以
前
か
ら
、
多
様

な
先
住
民
グ
ル
ー
プ
の
在
地
の
文
化
が
あ
り
、
前
一
〇
世
紀
頃
か
ら

到
来
・
一
部
定
住
し
た
地
中
海
東
部
出
自
の
人
々
―
―
特
に
フ
ェ
ニ

キ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
カ
ル
タ
ゴ
人
―
―
と
の
接
触
に
よ
る
文
化

変
容
の
所
産
と
し
て
、
緩
や
か
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
イ
ベ
リ
ア
文

化
と
呼
べ
る
も
の
が
、
都
市
的
居
住
地
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た

（
５
）

。

前
一
九
七
年
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
最
初
の
二
つ
の
属
州
が
設
置
さ
れ
た

直
後
か
ら
先
住
民
と
ロ
ー
マ
側
と
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
一
方
で
、
税

の
徴
収
や
人
員
の
徴
募
、
先
住
民
の
自
治
な
ど
、
次
第
に
属
州
統
治

の
枠
組
み
が
確
立
し
て
い
く
。
ま
た
両
属
州
で
は
鉱
山
開
発
が
進
め

ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
商
人
、
ロ
ー
マ
商
人
に
よ
る
現
地
で
の
経
済
活
動

が
展
開
し
た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
人
に
よ
る
居
住
地
建
設
が
行
わ
れ
、

イ
タ
リ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
の
定
住
が
始
ま
る
。
こ
の
状
況
で
、
特
に

ウ
ル
テ
リ
オ
ル
で
は
前
二
世
紀
末
以
降
、
半
島
他
地
域
に
先
立
っ
て

（
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
）
ロ
ー
マ
風
の
生
活
が
浸
透
し
た
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
イ
ベ
リ
ア
文
化
の
素
地
の
上
に
、
イ
タ

リ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
の
こ
の
地
域
へ
の
移
動
と
定
住
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
定
着
し
た
ロ
ー
マ
文
化
が
、
先
住
民
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る

（
６
）

。

　
し
か
し
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
で
の
ロ
ー
マ
風
の
生
活
の
浸
透
は
、
既
存

の
先
住
民
居
住
地
に
お
い
て
も
一
定
程
度
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
先
住

民
居
住
地
の
中
に
は
、
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
河
流
域
一
帯
に
勢
力
を
持

つ
人
々
の
そ
れ
も
あ
り
、
ま
た
沿
岸
の
ガ
デ
ス
、
マ
ラ
カ
の
よ
う
な
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フ
ェ
ニ
キ
ア
系
の
都
市
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
都
市
的
居
住
地
以
外
の

も
っ
と
小
規
模
な
、
村
落
と
呼
べ
る
居
住
地
に
も
ロ
ー
マ
風
の
碑
文

等
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

（
７
）

。
こ
う
し
た
多
様
な
居
住
地
の
そ
れ

ぞ
れ
で
、
ロ
ー
マ
と
の
関
係
、
ロ
ー
マ
人
と
の
接
触
状
況
、
都
市
景

観
、
法
的
地
位
、
住
民
構
成
、
あ
る
い
は
自
治
の
あ
り
方
な
ど
が
多

様
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
前
提
に
ロ
ー
マ
風
の
生
活
様
式
が
受
容
さ
れ

て
い
っ
た
と
い
う
理
解
が
、
今
日
一
般
的
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
内
各
地
の
多
様
な
現
実
の

も
と
で
は
、「
ロ
ー
マ
風
に
な
る
」
経
緯
や
結
果
を
一
元
的
に
捉
え

る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
、
と
い
う
事
態
が
明
ら
か
と
な
る
。

で
は
、「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
本
稿
で
は
何
を
論
じ

る
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
で
は
最
近
考
古
学
研
究
か
ら
提
示
さ
れ
た
、

先
住
民
の
多
様
性
と
「
ロ
ー
マ
化
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
を

四
点
に
整
理
し
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
本
稿
の
論
点
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

　
①
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
文
章
中
の
、「
ト
ゥ
ル
デ
タ
ニ
ア
人
は
ロ
ー
マ

人
の
生
活
様
式
に
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
彼
ら
自
身
の
言
葉

さ
え
覚
え
て
い
な
い
。」
と
評
さ
れ
て
い
る
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
河
流

域
の
先
住
民
は
、
史
料
で
は
ト
ゥ
ル
デ
タ
ニ
ア
人
と
述
べ
ら
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
が
、
現
実
に
は
ロ
ー
マ
人
到
来
以
前
か
ら
、
単
一
の

文
化
集
団
で
は
な
か
っ
た
、
②
し
か
し
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
外

来
の
、
特
に
フ
ェ
ニ
キ
ア
的
文
化
の
影
響
が
あ
り
、
そ
れ
は
特
に
都

市
的
生
活
様
式
に
表
れ
て
い
た
、
③
属
州
設
置
後
に
は
、
都
市
的
居

住
地
を
中
心
に
こ
れ
ら
先
住
民
が
多
方
面
か
つ
多
様
な
形
で
ロ
ー
マ

風
の
生
活
を
受
容
し
て
い
っ
た
、
④
ロ
ー
マ
側
も
そ
の
彼
ら
を
積
極

的
に
統
合
す
る
と
い
う
よ
り
も
、既
存
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

フ
ェ
ニ
キ
ア
的
都
市
的
文
化
を
足
が
か
り
に
し
つ
つ
、
③
の
変
化
を

歓
迎
す
る
と
い
う
姿
勢
を
保
っ
た
。「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
概
念
は
、

以
上
の
四
局
面
を
前
提
に
、
こ
の
地
の
先
住
民
の
「
ロ
ー
マ
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で

し
か
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
８
）

。

　
私
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
ロ
ー
マ
化
」（
以
下
、
こ
の
語
に

括
弧
を
つ
け
る
こ
と
を
し
な
い
）
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と

し
て
、ロ
ー
マ
人
が
建
設
し
た
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
（
現
コ
ル
ド
バ
）

の
状
況
を
検
討
対
象
と
し
て
き
た
（
ロ
ー
マ
化
研
究
に
お
け
る
コ
ル

ド
ゥ
バ
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
そ
の
際
に
述
べ
て
い
る
）。
そ
し
て

既
に
、
ロ
ー
マ
人
が
建
設
し
た
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
住
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
住
民
の
多
く
が
、
前
二
世
紀
の
段
階
で
は
、
隣
接
す
る
先
住

民
居
住
地
の
出
自
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

（
９
）

。
続
く
論
考
と

な
る
本
稿
で
は
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
つ
い
て
上
の
整
理
④
の
、
ロ
ー
マ

側
の
役
割
を
考
え
て
み
た
い
。
ロ
ー
マ
側
が
先
住
民
の
文
化
的
特
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
彼
ら
が
ロ
ー
マ
風
の
生
活
様
式
を
受
容
す
る
過
程

を
歓
迎
し
た
、
と
い
う
事
態
が
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
は
ど
の
よ
う
に
確
認

で
き
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
生
き
る
先
住
民
の
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ロ
ー
マ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
獲
得
に
ど
う
影
響
し
た
の

か
。
こ
れ
ら
の
問
い
を
、
ロ
ー
マ
帝
国
形
成
過
程
の
初
期
段
階
で
あ

る
、
前
二
世
紀
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本
稿
が
取
り
組
む
の
は
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
の
作
業
と
な
る
。
そ
れ
は
、「
先
住
民
の
ロ
ー
マ

化
を
歓
迎
し
た
「
ロ
ー
マ
側
」」
と
は
、
い
っ
た
い
誰
の
こ
と
を
意

味
す
る
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
の

論
点
を
各
章
に
つ
い
て
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
第
一
章
。
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ

に
は
そ
の
建
設
当
初
か
ら
ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
い
た
、
と
史
料
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
考
古
学
調
査
に
よ
っ
て
、
コ
ル

ド
ゥ
バ
に
従
属
す
る
周
辺
諸
地
域
に
も
ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
い
た

可
能
性
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
夙
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
ロ

ー
マ
人
」
と
は
民
族
的
概
念
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
市
民
権
を
持
っ
た

者
が
「
ロ
ー
マ
人
」
で
あ
る
。
し
か
し
、現
実
に
史
料
で
「
ロ
ー
マ
人
」

と
し
て
言
及
さ
れ
る
人
々
は
、
必
ず
し
も
厳
密
に
ロ
ー
マ
市
民
と
は

限
ら
な
い（

（1
（

。
本
章
で
は
、コ
ル
ド
ゥ
バ
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が「
ロ

ー
マ
人
」
と
し
て
生
き
て
い
た
現
実
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

　
し
か
し
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
や
そ
の
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
ロ
ー
マ
人

が
、
先
住
民
の
変
化
を
歓
迎
し
た
、「
ロ
ー
マ
側
」
の
主
体
で
あ
っ

た
と
は
限
ら
な
い
。
帝
国
形
成
期
の
ロ
ー
マ
に
あ
っ
て
、
政
策
決
定

を
担
っ
て
い
た
元
老
院
こ
そ
が
、
先
住
民
の
ロ
ー
マ
人
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
獲
得
を
最
も
歓
迎
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
促
し
た
主

体
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
第
二
章
。
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
ロ
ー
マ
人
の
意
思
と
ロ

ー
マ
に
あ
る
元
老
院
の
意
思
、
換
言
す
れ
ば
現
地
の
個
別
の
利
害
関

係
と
帝
国
政
策
の
、
ど
ち
ら
が
前
二
世
紀
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
先
住
民
の

ロ
ー
マ
化
と
結
び
つ
い
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
、
截
然
と
し
た

答
え
を
見
い
だ
す
こ
と
は
至
難
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
本
章
で
は
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設

の
経
緯
を
中
心
に
、
ど
ち
ら
側
か
ら
の
コ
ミ
ッ
ト
が
そ
こ
で
見
え
る

の
か
、
と
い
う
点
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
三
章
。
引
き
続
い
て
元
老
院
の
関
与
を
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的

地
位
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
予
め
述
べ
て
お
く
と
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
は

帝
政
期
に
は
コ
ロ
ー
ニ
ア
・
パ
ト
リ
キ
アColonia Patricia

と
い

う
名
を
備
え
た
、
ロ
ー
マ
市
民
植
民
市
で
あ
っ
た
。
都
市
が
ロ
ー
マ

市
民
権
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の
都
市
に
居
住
す
る
先
住
民
の
、
法
的

な
意
味
で
の
ロ
ー
マ
化
の
最
終
段
階
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
本
稿
の
射
程
で
あ
る
帝
国
形
成
初
期
段
階
に
は
、
コ
ル

ド
ゥ
バ
は
ま
だ
ロ
ー
マ
市
民
権
を
持
つ
植
民
市
で
は
な
い
。

　
属
州
の
人
や
居
住
地
に
ど
の
よ
う
な
法
的
地
位
を
与
え
る
か
、
共

和
政
期
に
は
、
そ
れ
は
元
老
院
の
決
定
に
よ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
前
二
世
紀
に
お
け
る
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的
な
地
位
を
確
認
し
た

上
で
、
こ
の
方
面
で
の
元
老
院
の
関
与
の
度
合
い
を
考
え
よ
う
。

　
以
上
で
本
稿
の
作
業
の
枠
組
み
が
定
ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
実
際



－  216  －－  217  －

史
苑
（
第
八
三
巻
第
二
号
）

に
は
該
当
す
る
時
期
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
関
す
る
史
資
料
は
、
ロ
ー
マ

人
の
実
像
と
先
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
像
を
明
確
に
示
す
に

は
、
絶
望
的
に
少
な
く
断
片
的
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め

本
稿
で
は
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
他
の
都
市
や
居
住
地
の
状
況
に
つ
い

て
の
知
見
を
援
用
し
、
ま
た
考
古
学
調
査
の
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、

ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
先
住
民
と
ロ
ー
マ
側
と
の
関

係
を
再
構
築
し
た
い
。

　
最
後
に
、
別
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
だ
が（

（1
（

、
古
代
地
中
海
世
界
で
は

人
間
の
居
住
空
間
に
、
そ
の
規
模
、
景
観
、
機
能
、
法
的
地
位
な
ど

に
お
い
て
多
様
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は

キ
ー
ウ
ィ
ー
タ
ー
スcivitas

、
ウ
ル
プ
スurbs

、
オ
ッ
ピ
ド
ゥ
ム

oppidum

、
ウ
ィ
ー
ク
スvicus

、
コ
ロ
ー
ニ
アcolonia

、
ま
た

ポ
リ
スpolis

、
ア
ポ
イ
キ
アapoikia

な
ど
と
と
い
っ
た
語
が
そ

れ
に
応
じ
て
あ
る
が
、そ
の
使
い
分
け
は
往
々
に
し
て
曖
昧
で
あ
る
。

と
は
い
え
そ
れ
ら
を
全
て
「
都
市
」
と
書
き
表
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

差
違
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
か
ら
な

ん
ら
か
の
法
的
地
位
を
与
え
ら
れ
た
居
住
空
間
を
「
都
市
」
と
呼
び
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
単
に
居
住
地
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
ま
た
定
住

地
の
中
で
、
先
住
民
が
建
設
し
た
も
の
を
先
住
民
居
住
地
、
ロ
ー
マ

に
よ
る
建
設
の
も
の
を
ロ
ー
マ
居
住
地
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
は
必
ず
し

も
ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

第
一
章
　
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
「
ロ
ー
マ
人
」

第
一
節
　
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ

　
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

し
か
し
最
も
大
き
な
名
声
と
重
要
性
を
得
た
の
は
二
つ
の
都

市
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
が
建
設
し
た
コ
ル
ド
ゥ
バ
と
、

ガ
デ
ス
人
の
都
市
で
あ
る
・
・
・
中
略
・
・
・
そ
し
て
こ
の
都

市
（
補
足
：
コ
ル
ド
ゥ
バ
）
は
最
初
か
ら
先
住
民
と
ロ
ー
マ
人

か
ら
選
ば
れ
た
人
々
が
居
住
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
地
域
で
最
初

の
植
民
市
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
と
は
、
前
二
世
紀
前
半

に
二
度
属
州
ヒ
ス
パ
ニ
ア
総
督
を
務
め
、
軍
司
令
官
と
し
て
先
住
民

と
戦
っ
た
、
マ
ー
ル
ク
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス

M
. Claudius M

arcellus

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス

の
最
初
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
在
任
は
前
一
六
九
／
一
六
八
年
で
あ
り
、
二

度
目
が
前
一
五
二
年
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
建
設
は
そ

の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
近
年
、
こ
の
建
設
年
代
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
異
論
が
出
さ
れ
て
お
り
、
上
に
挙
げ
た
二
つ
の
年
代
以
外
の

建
設
年
代
を
主
張
す
る
研
究
者
も
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
詳
し



－  218  －－  219  －

ロ
ー
マ
帝
国
形
成
期
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
「
ロ
ー
マ
人
」（
宮
嵜
）

く
触
れ
る
こ
と
な
く（

（1
（

、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
建
設
は
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
二

度
の
在
任
期
間
の
い
ず
れ
か
と
い
う
前
提
で
、
こ
の
先
を
論
じ
る
こ

と
に
す
る
。
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
は
前
者
の
時
期
に
は
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
、

後
者
に
は
キ
テ
リ
オ
ル
に
在
任
し
て
い
る
の
で
、
前
者
す
な
わ
ち
前

一
六
九
／
一
六
八
年
に
コ
ル
ド
ゥ
バ
を
建
設
し
た
可
能
性
が
高
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か（
彼
は
前
一
五
二
年
に
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
で
も
戦
い
、

コ
ル
ド
ゥ
バ
で
冬
営
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
時
期
は
短
い
）。

　
こ
れ
も
別
稿
で
述
べ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
点
に
言
及
し

て
お
き
た
い
。
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設
以
前
に
、
先
住
民

居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
存
在
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
人
は
、
こ
の
既
存

の
居
住
地
に
隣
接
し
て
、新
し
い
居
住
地
を
建
設
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

（
図

１
）。

　
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
、
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設
当
初
か
ら
、

ロ
ー
マ
人
が
入
植
し
た
と
言
う
。
こ
れ
は
前
二
世
紀
で
、
文
献
資
料

か
ら
確
認
で
き
る
唯
一
の
例
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
前
二
〇
六
年
に
は
大

ス
キ
ピ
オ
が
イ
タ
リ
ア
人
の
た
め
の
居
住
地
イ
タ
リ
カ
を
建
設
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
約
四
〇
年
後
に
ロ
ー
マ
人
が
住
ま
う

居
住
地
が
建
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
を
疑
う
必
要
は
な
か
ろ

う（
（1
（

。
　
さ
て
時
期
は
下
る
が
、
遅
く
と
も
前
一
世
紀
中
葉
に
は
、
コ
ル
ド

ゥ
バ
に
は
ロ
ー
マ
市
民
の
協
議
会
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
・
キ
ー
ウ
ィ

ウ
ム
・
ロ
ー
マ
ノ
ー
ル
ムconventus civium

 Rom
anorum

が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
カ
エ
サ
ル
の
『
内
乱
記
』
に
よ
る

と
、
彼
と
ポ
ン
ペ
イ
ス
派
の
戦
い
に
際
し
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
コ
ン
ウ

ェ
ン
ト
ゥ
ス
は
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
側
の
将
軍
ウ
ァ
ッ
ロ
ー
の
入
市

を
拒
ん
だ
。
後
に
カ
エ
サ
ル
は
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
全
て
の
住
民
に

対
し
て
謝
意
を
表
明
し
た
。
彼
は
、「
ロ
ー
マ
市
民
に
は
町
を
自
ら

の
権
限
下
に
置
き
続
け
よ
う
と
努
め
た
こ
と
に
感
謝
し
たgratias 

agit, civibus R
om

anis, quod oppidum
 in sua potestate 

studuissent habere

」。
こ
の「
ロ
ー
マ
市
民
」は
文
脈
か
ら
し
て
、

コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
成
員
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
市
民
た
ち
が
、
カ
エ

サ
ル
と
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
の
ど
ち
ら
の
側
を
支
持
す
る
か
で
揺
れ
て
い

た
コ
ル
ド
ゥ
バ
市
政
を
動
か
し
え
た
の
で
あ
る
（
こ
の
出
来
事
の
意

味
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
再
び
取
り
上
げ
る（

（1
（

）。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
は
都
市
建
設
当
初
か
ら
お
そ
ら
く

ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
後
約
一
〇
〇
年
の
間
に
ロ
ー
マ

市
民
の
数
は
、
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
を
形
成
し
市
政
を
動
か
し
得
る

だ
け
に
増
加
し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
と
は
直
接
関
わ
り
は
な
い
が
、
前
一
二
三
年

の
コ
ー
ン
ス
ル
が
、
海
賊
対
策
の
た
め
に
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
に
新
し

い
植
民
市
パ
ル
マPalm

a

と
ポ
レ
ン
テ
ィ
アPollentia

を
建
設

し
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ア
か
ら
三
〇
〇
〇
人
の

ロ
ー
マ
人
を
新
植
民
市
の
住
民
と
し
て
移
住
さ
せ
た
と
い
う
。
コ
ル

ド
ゥ
バ
以
外
で
も
、
前
二
世
紀
末
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
は
、
相
当
数
の
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図 1：先住民居住地コルドゥバ（左）と、ローマ居住地コルドゥバ（右）。
（Melchor Gil, E., Historia de la Córdoba romana desde su Fundación hasta 
el advenimiento del principado in Rodrìguez Neila, J. F., (ed.), La ciudad y 
sus legados hisotóricos:CÓRDOBA ROMANA, Cordoba, 2017.
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ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（2
（

。

　
他
方
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
先
住
民
に
つ
い
て
は
、
別

稿
で
見
た
と
お
り
、
お
そ
ら
く
多
く
は
先
住
民
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ

の
出
自
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
実
像
が
見
え
な

い（
（2
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
前
二
世
紀
の
間
の
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド

ゥ
バ
の
構
造
と
建
造
物
は
、
ほ
ぼ
先
住
民
の
そ
れ
と
等
し
い（

（2
（

。
　

　『
内
乱
記
』
で
は
、
カ
エ
サ
ル
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
ロ
ー
マ
市
民
の

す
ぐ
後
に
、「
ヒ
ス
パ
ニ
ア
人
に
対
し
て
、
守
備
隊
を
追
い
出
し
た

こ
と
に
つ
い
て
」
感
謝
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
で

は
、
カ
エ
サ
ル
が
ロ
ー
マ
市
民
と
並
ん
で
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
に
、
先
住
民
も
ま
た
市
政
に
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
、

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う（

（2
（

。

 

　
こ
の
よ
う
に
、
前
二
世
紀
の
建
設
当
初
か
ら
ロ
ー
マ
人
と
先
住

民
と
が
居
住
し
て
い
た
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
は
、
ロ
ー
マ

人
の
数
が
前
一
世
紀
中
葉
ま
で
に
増
大
し
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
市
民

の
影
響
力
が
強
化
さ
れ
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
二
世

紀
末
ま
で
は
、
こ
の
居
住
地
の
構
造
、
景
観
が
隣
接
す
る
先
住
民
の

そ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
人
口
に
占
め
る
先
住
民
の
比
率
は

大
き
か
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
カ
エ
サ
ル
に
よ
る
と
、
そ
の
影

響
力
は
前
一
世
紀
半
ば
ま
で
持
続
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
「
ロ
ー
マ
人
」

　
で
は
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
「
ロ
ー
マ
人
」
と
は
ど
の

よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。

　
前
一
世
紀
中
葉
に
は
ロ
ー
マ
市
民
が
相
当
数
い
た
こ
と
は
、
既
に

見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
市
民

権
を
持
つ
者
の
み
が
史
料
で
「
ロ
ー
マ
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
人
著
作
家
の
文
章
で

は
、Rom

aioi

と
い
う
語
の
中
に
、
多
様
な
立
場
の
人
々
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
実
像
は
史
料
で
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
と
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
前
二
世
紀

の
全
体
的
な
状
況
か
ら
類
推
し
て
み
た
い
。

　
属
州
設
置
直
後
か
ら
両
属
州
に
駐
留
し
て
い
た
ロ
ー
マ
軍
は
、
都

市
部
に
主
に
冬
営
の
た
め
の
基
地
を
置
く
よ
う
に
な
る
。
ウ
ル
テ
リ

オ
ル
に
隣
接
す
る
も
う
一
つ
の
属
州
ヒ
ス
パ
ニ
ア
・
キ
テ
リ
オ
ル

H
ispania Citerior

（
以
下
、
キ
テ
リ
オ
ル
と
表
記
す
る
）
の
カ

ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ
ァ
で
も
、
タ
ッ
ラ
コ
で
も
、
エ
ン
ポ
リ
ウ
ム
で
も
、

前
二
世
紀
初
頭
に
都
市
内
で
基
地
の
た
め
の
造
営
事
業
が
進
ん
だ（

（2
（

。

コ
ル
ド
ゥ
バ
か
ら
は
そ
れ
と
同
定
で
き
る
構
造
物
は
発
見
さ
れ
な
い

が
、
基
地
が
あ
っ
た
、
な
い
し
は
な
ん
ら
か
の
軍
事
施
設
が
備
わ
っ

て
お
り
、
軍
の
少
な
く
と
も
一
部
が
駐
留
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ

る
ま
い（

（2
（

。
そ
こ
に
は
ロ
ー
マ
軍
団
兵
と
は
限
ら
ず
、
同
盟
軍
の
イ
タ

リ
ア
諸
都
市
出
身
者
も
含
ま
れ
る
。
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軍
の
施
設
に
近
接
し
て
新
た
に
ロ
ー
マ
居
住
地
が
建
設
さ
れ
、
退

役
兵
が
入
植
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
っ
た（

（2
（

。
退
役
兵
も
ま
た
、
ロ

ー
マ
軍
団
兵
に
限
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
出
身
者
も
い
た
。
最
も

有
名
な
例
は
、先
に
挙
げ
た
前
二
〇
六
年
の
イ
タ
リ
カ
建
設
で
あ
る
。

大
ス
キ
ピ
オ
は
イ
タ
リ
ア
出
身
の
退
役
兵
の
た
め
に
こ
の
居
住
地
を

建
設
し
た（

（2
（

。

　
軍
事
施
設
周
辺
に
は
、
民
間
人
も
集
ま
っ
て
く
る
。
前
一
九
五
年

に
ヒ
ス
パ
ニ
ア
で
軍
司
令
官
だ
っ
た
大
カ
ト
は
、
軍
の
糧
食
を
地
域

の
先
住
民
か
ら
徴
発
し
て
、
糧
食
を
売
り
つ
け
よ
う
と
す
る
商
人
た

ち
を
追
い
払
っ
て
い
る（

（2
（

。

　
こ
れ
ら
民
間
人
の
中
に
は
ま
た
、
鉱
山
経
営
に
従
事
す
る
者
た
ち

も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
一
世
紀
の
デ
ィ
オ
ド
ー
ル
ス
は
、
属
州

設
置
直
後
か
ら
カ
ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ
ァ
付
近
の
鉱
山
開
発
の
た
め
に
、

多
数
の
イ
タ
リ
ア
人
が
移
動
し
て
き
た
と
述
べ
る
。

し
か
し
イ
ベ
リ
ア
が
ロ
ー
マ
人
の
手
中
に
入
っ
た
後
は
、（
補

足
：
カ
ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ
ァ
の
）
鉱
山
は
多
数
の
イ
タ
リ
ア
人
に

経
営
さ
れ
た
。
彼
ら
の
貪
欲
さ
は
大
変
な
富
を
彼
ら
に
も
た
ら

し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
大
量
の
奴
隷
を
買
い
、
そ
の
者
た
ち

を
鉱
山
の
労
働
現
場
監
督
下
に
置
い
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

　
こ
の
時
期
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
つ
い
て
は
同
様
の
記
述
は
な
い
。
し

か
し
遅
く
と
も
前
二
世
紀
末
か
ら
前
一
世
紀
初
頭
に
は
、
コ
ル
ド
ゥ

バ
の
北
東
に
位
置
す
る
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の
鉱
山
経
営
の
規
模
は
、

カ
ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ
ァ
を
追
い
抜
い
て
い
る（

（3
（

。

　
コ
ル
ド
ゥ
バ
か
ら
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
に
入
っ
た
場
所
で
調
査
が
進

ん
だ
ラ
・
ロ
バ
の
村
落
定
住
地
の
遺
跡
か
ら
は
、
前
二
世
紀
末
頃
か

ら
前
一
世
紀
初
頭
頃
の
、
多
く
の
小
規
模
な
住
居
と
並
ん
で
ア
ト
リ

ウ
ム
と
ペ
リ
ス
テ
ィ
リ
ウ
ム
を
備
え
た
大
規
模
な
住
居
の
遺
構
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
近
隣
に
は
、
鉱
山
経

営
に
従
事
し
、
お
そ
ら
く
は
在
地
の
先
住
民
を
労
働
者
と
し
て
雇
用

し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
な
い
し
ロ
ー
マ
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
か
ら
産
出
さ
れ
る
鉱
物

の
精
錬
、
輸
送
、
取
引
と
い
っ
た
各
過
程
に
も
ま
た
イ
タ
リ
ア
人
、

ロ
ー
マ
人
が
携
わ
っ
て
い
た
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
が

コ
ル
ド
ゥ
バ
な
い
し
近
隣
の
居
住
地
に
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ

う
し
た
事
業
の
経
営
は
困
難
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

　
こ
の
事
態
は
、先
に
挙
げ
た
軍
の
駐
留
と
深
く
関
わ
る
。
シ
エ
ラ
・

モ
レ
ナ
や
そ
の
他
の
半
島
南
部
の
鉱
山
地
域
で
は
、
遅
く
と
も
前
二

世
紀
末
頃
以
降
、
鉱
山
と
幹
線
道
路
に
砦
や
監
視
塔
が
連
な
っ
て
設

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（3
（

。
鉱
山
開
発
と
鉱
物
資
源
の
輸
送
を
軍
が

守
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
一
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
前
一
三
〇
年

代
は
ル
シ
タ
ニ
ア
戦
争
と
ケ
ル
ト
イ
ベ
リ
ア
戦
争
が
両
属
州
を
大
き

な
危
険
に
陥
れ
て
お
り
、
戦
争
終
結
後
も
未
だ
警
備
な
し
に
物
資
を
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輸
送
で
き
る
ほ
ど
安
全
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

11
（

。
コ
ル
ド
ゥ
バ

に
関
し
て
言
え
ば
、
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
に
近
い
最
大
の
居
住
地
で
あ

る
こ
こ
に
（
図
2
参
照
）、
遅
く
と
も
前
二
世
紀
末
ま
で
に
軍
が
常

駐
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
、
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な

る
。

　
最
後
に
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
、
別
の

性
格
の
ロ
ー
マ
人
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
属
州
ウ

ル
テ
リ
オ
ル
の
総
督
と
彼
に
従
う
者
た
ち
で
あ
る
。
前
一
一
二
年
、

ウ
ル
テ
リ
オ
ル
総
督
の
ル
キ
ウ
ス
・
カ
ル
プ
ル
ニ
ウ
ス
・
ピ
ー
ソ
ー
・

フ
ル
ー
ギ
ーL. Calpurnius Piso Frugi

が
、
壊
れ
て
し
ま
っ

た
自
分
の
黄
金
の
指
輪
を
修
理
す
る
た
め
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
「
広
場

の
裁
き
の
場
にin forum

 ad sellam
 Cordubae

」
金
細
工
師
を

呼
ん
で
、
金
の
重
量
を
（
ご
ま
か
し
が
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
）

公
衆
の
面
前
で
測
ら
せ
た
、
と
い
う
逸
話
を
キ
ケ
ロ
ー
が
語
っ
て
い

る）
11
（

。「
裁
き
の
場
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
は
総
督
が

開
廷
す
る
法
廷
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
壊
れ
た
指
輪
を
修

理
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
出
向
い
た
と
い
う
こ

と
も
考
え
に
く
い
。
属
州
総
督
は
軍
司
令
官
で
あ
る
の
で
、
戦
争
状

態
が
起
こ
れ
ば
当
然
自
ら
が
軍
を
率
い
て
戦
場
に
出
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
彼
は
お
そ
ら
く
在
任
期
間
中
コ

ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
総
督
に
伴
わ
れ
て
他

の
政
務
官
（
前
二
世
紀
段
階
で
は
一
名
の
ク
ワ
エ
ス
ト
ル）

11
（

）、
下
僚
、

図2：Vaquerizo, D. & Murillo, J. F., THE Subursbs of Corduba, in “Conimbriga” 
LVI, 2017, p. 145.
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史
苑
（
第
八
三
巻
第
二
号
）

側
近
た
ち
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て

い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
総
督
に
任
命
さ
れ
る
コ
ー
ン
ス
ル
な

い
し
プ
ラ
エ
ト
ル
の
任
期
は
一
年
で
あ
り
、
総
督
と
し
て
実
際
に
属

州
に
到
着
す
る
の
は
着
任
の
数
ヶ
月
後
が
通
常
で
あ
る
が
、
前
二
世

紀
を
通
し
て
彼
ら
が
任
期
満
了
後
も
さ
ら
に
一
年
以
上
、
総
督
と
し

て
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
を
統
治
し
た
例
が
多
く
あ
る（

（3
（

。
少
な
く
と
も
数
ヶ

月
、
長
け
れ
ば
二
年
か
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
、
彼
ら
の
一
部

は
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
半
は
ロ
ー
マ
市

民
の
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
前
二
世
紀
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
定
住
し

た
ロ
ー
マ
市
民
と
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
市
民
の
中
に
は
、
軍
関
係
の
者

た
ち
が
お
そ
ら
く
い
た
。
あ
る
者
は
兵
士
と
し
て
、
あ
る
者
は
退
役

兵
と
し
て
、
あ
る
者
は
軍
の
需
要
を
満
た
す
商
人
等
と
し
て
。
こ
れ

と
並
ん
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
域
の
豊
富
な
鉱
山
資
源
の
開
発
・
運

営
に
携
わ
る
業
者
も
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
鉱
山
資
源
の
取
引
や
輸

送
に
従
事
す
る
者
た
ち
の
少
な
く
と
も
一
部
も
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
な
い

し
そ
の
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
総
督
と

そ
の
周
辺
の
人
々
（
お
そ
ら
く
大
半
は
ロ
ー
マ
市
民
で
あ
り
、
ロ
ー

マ
の
有
力
者
）
も
ま
た
一
部
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
て
い
た
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
前
二
世
紀
後
半
ま
で
コ
ル
ド
ゥ
バ

を
含
む
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
河
流
域
一
帯
で
は
、
軍
事
的
な
不
安
定
要

素
と
鉱
山
開
発
の
重
要
性
の
増
大
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
の
状

況
を
背
景
に
、
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
は
建
設
当
初
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
的
立
場
の
者
を
お
そ
ら
く
含
み
つ
つ
、
ロ
ー
マ
市
民

に
限
定
さ
れ
な
い
「
ロ
ー
マ
人
」
が
イ
タ
リ
ア
半
島
か
ら
移
動
し
、

居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
の
中
の
ど
の
よ
う
な
部
分
が
、
コ
ル
ド
ゥ
バ

お
よ
び
そ
の
周
辺
に
居
住
す
る
先
住
民
の
ロ
ー
マ
化
を
歓
迎
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
彼
ら
イ
タ
リ
ア
か
ら
現
地
に
移
動
し
、
恒

久
的
に
な
い
し
期
間
限
定
的
に
居
住
し
た
人
々
は
、
総
じ
て
そ
れ
を

歓
迎
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
い
し
は
そ
う
で
は
な
く
、
元
老
院
こ
そ

が
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
先
住
民
の
ロ
ー
マ
化
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
章
で
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。

　
　

第
二
章
　
元
老
院
と
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
ロ
ー
マ
人

第
一
節
　
前
二
世
紀
前
半
の
ウ
ル
テ
リ
オ
ル

　
ま
ず
、
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
時
期
の
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
状
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
属
州

設
置
直
後
か
ら
、
両
属
州
で
各
地
の
先
住
民
と
ロ
ー
マ
の
厳
し
い
戦

闘
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
、既
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
状
況
は
、

前
一
七
〇
年
代
初
頭
に
い
っ
た
ん
収
束
す
る
。
前
一
七
九
年
に
キ
テ

リ
オ
ル
総
督
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
セ
ン
プ
ロ
ニ
ウ
ス
・
グ
ラ
ッ
ク
ス

Ti. Sem
pronius G

racchus

が
、
キ
テ
リ
オ
ル
の
先
住
民
と
「
入

念
に
取
り
決
め
た
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
ロ
ー
マ
人
の
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友
と
な
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
誓
約
を
交
わ
し
た（

（3
（

」。
こ
の

グ
ラ
ッ
ク
ス
の
「
条
約
」
は
、
お
そ
ら
く
先
住
民
か
ら
の
税
徴
収
の

方
法
な
ど
を
一
定
程
度
確
定
す
る
一
方
、
先
住
民
の
自
治
を
承
認
す

る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
条
約
」
が
、
キ
テ
リ
オ
ル
の
先
住
民
の

み
な
ら
ず
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
先
住
民
に
と
っ
て
も
以
後
、
ロ
ー
マ
と

先
住
民
諸
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
の
基
礎
と
な
る（

（4
（

。

　
こ
れ
以
降
、ロ
ー
マ
と
先
住
民
と
の
関
係
は
軍
事
対
立
を
脱
却
し
、

安
定
的
な
関
係
が
構
築
さ
れ
始
め
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
点
に
関
連
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
重
要
な
で
き
ご
と
が
前
一
七
一
年
に
起
こ

っ
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ア
先
住
民
諸
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
た
ち
が
ロ
ー
マ

を
訪
れ
、
元
老
院
に
対
し
て
属
州
総
督
に
よ
る
先
住
民
へ
の
搾
取
の

厳
し
さ
を
訴
え
、「
ロ
ー
マ
人
の
友
に
ふ
さ
わ
し
い
扱
い
」
を
要
求

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
元
老
院
は
こ
の
請
願
を
受
け
て
調
査
を
行

い
、
訴
え
ら
れ
た
元
総
督
が
自
ら
地
方
に
隠
遁
（
事
実
上
の
追
放
）

し
た
こ
と
で
幕
引
き
と
な
っ
た（

（4
（

。

　
イ
ベ
リ
ア
先
住
民
が
ロ
ー
マ
に
お
も
む
き
、
元
老
院
の
前
で
直
接

請
願
を
行
っ
た
こ
と
は
、
史
料
上
は
こ
の
で
き
ご
と
が
初
め
て
で
あ

る
。
元
老
院
の
主
導
で
、
ロ
ー
マ
が
彼
ら
の
請
願
に
基
づ
い
て
政
務

官
経
験
者
を
事
実
上
裁
き
、
罰
し
た
と
い
う
例
も
こ
れ
以
前
は
見
ら

れ
な
い（

（4
（

。

　
さ
ら
に
同
年
、
ヒ
ス
パ
ニ
ア
の
別
の
使
節
が
元
老
院
に
請
願
を
行

っ
た
。
こ
の
使
節
は
イ
ベ
リ
ア
に
駐
留
し
て
い
た
ロ
ー
マ
軍
兵
士
と

先
住
民
女
性
の
間
に
生
ま
れ
た
子
四
〇
〇
〇
人
の
た
め
に
、
新
し
い

町
を
与
え
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。
元
老
院
は
、
こ
の
人
々
が
既
存
の

先
住
民
居
住
地
カ
ル
テ
イ
ア
へ
入
植
す
る
こ
と
を
認
め
、
さ
ら
に
カ

ル
テ
イ
ア
に
ラ
テ
ン
権
植
民
市
の
地
位
を
与
え
た
。
こ
れ
が
史
料
上

で
明
確
に
確
認
で
き
る
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
最
初
の
植
民
市
で
あ
る（

（4
（

。

　
私
は
別
稿
で
、
ヒ
ス
パ
ニ
ア
で
コ
ル
ド
ゥ
バ
以
前
に
建
設
さ
れ
た

計
五
つ
（
た
だ
し
、
う
ち
二
つ
は
信
憑
性
が
弱
い
）
の
ロ
ー
マ
居
住

地
の
建
設
者
、
建
設
年
代
等
を
整
理
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

こ
こ
で
再
度
簡
単
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
最
も
古
い
も
の
は
前
二
〇
六

年
（
第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
争
中
）
に
、
大
ス
キ
ピ
オ
が
建
設
し
た
イ
タ

リ
カ
で
あ
り
、
次
に
疑
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
前
一
八
九
年
の
ウ

ル
テ
リ
オ
ル
総
督
、
ル
キ
ウ
ス
・
ア
エ
ミ
リ
ウ
ス
・
パ
ウ
ル
スL. 

Aem
ilius Paullus

の
も
の
、
次
い
で
先
に
言
及
し
た
グ
ラ
ッ
ク

ス
が
二
つ
の
居
住
地
を
建
設
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
決
着
し
な
い
。
そ
し
て
前
一
七
一

年
の
カ
ル
テ
イ
ア
で
あ
る
。
カ
ル
テ
イ
ア
よ
り
前
の
も
の
は
、
全
て

戦
争
状
態
に
あ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
建
設
し

た
の
は
ロ
ー
マ
軍
の
司
令
官
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
イ
タ
リ
カ
の
み

が
イ
タ
リ
ア
人
退
役
兵
の
た
め
の
居
住
地
で
あ
る
が
、
他
の
三
つ
は

す
べ
て
先
住
民
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ル
テ
イ
ア
よ
り
前
の
居
住
地
は
、
先
住
民
と
の
戦
い
の
中
に
あ

っ
た
軍
司
令
官
が
、
そ
の
都
度
の
状
況
の
中
で
戦
略
的
に
建
設
し
た
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も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
カ
ル
テ
イ
ア
の
特
殊

性
は
際
立
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
と
お
り
、
こ
の
都
市
の
建
設
は
元

老
院
主
導
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル
テ
イ
ア
の
こ
の
特
殊

性
は
、
前
二
世
紀
で
は
唯
一
の
例
外
と
い
っ
て
よ
い
。
前
一
三
〇
年

代
に
は
さ
ら
に
二
つ
の
ロ
ー
マ
居
住
地
が
建
設
さ
れ
る
が
、
ど
ち
ら

も
現
地
の
軍
司
令
官
が
先
住
民
の
た
め
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
ロ
ー
マ
と
先
住
民
の
間
は
再
び
戦
争
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
前
二
世
紀
の
ロ
ー
マ
居
住
地
の
う
ち
カ
ル
テ
イ
ア
を

除
く
全
て
が
現
地
の
軍
司
令
官
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

多
く
は
ロ
ー
マ
と
先
住
民
の
戦
争
状
態
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る（

（4
（

。

　
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
建
設
さ
れ
た
の
が
前
一
六
九
／
一
六
八
年
で
あ
っ

た
な
ら
、
そ
れ
は
カ
ル
テ
イ
ア
建
設
の
す
ぐ
後
で
あ
る
。
前
一
五
二

年
が
建
設
年
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
す
で
に
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
は
戦
争

状
態
に
陥
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
点
で
は
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
西

部
に
限
定
さ
れ
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
位
置
す
る
地
域
は
未
だ
戦
場
と
な

っ
て
い
な
い（

（4
（

。

　
い
ず
れ
の
建
設
年
を
と
る
に
せ
よ
、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
が
コ
ル
ド
ゥ

バ
を
建
設
し
た
の
は
、
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
属
州
設
置
後
か
ら

前
一
三
三
年
の
ケ
ル
ト
イ
ベ
リ
ア
戦
争
終
結
ま
で
の
期
間
中
、
ロ
ー

マ
と
先
住
民
と
の
関
係
が
安
定
し
て
い
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
だ
と
す
る
と
、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
が
こ
の
時
期
に
居
住
地
を
建
設

し
た
目
的
は
、
先
に
挙
げ
た
他
の
（
カ
ル
テ
イ
ア
を
例
外
と
し
た
）

ロ
ー
マ
居
住
地
の
建
設
者
と
同
じ
―
―
す
な
わ
ち
先
住
民
と
の
戦
い

の
中
で
の
戦
略
的
理
由
で
―
―
と
は
考
え
に
く
い
。
次
い
で
、
隣
接

す
る
先
住
民
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設
の
目
的
を
検
討
し
よ
う
。

第
二
節
　
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設

　
先
住
民
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
は
グ
ア
ダ
ル
キ
ビ
ル
中
流
河
岸
に
位

置
し
、
古
く
か
ら
東
西
に
伸
び
る
道
路
上
で
周
辺
平
野
部
の
近
隣
居

住
地
と
、そ
し
て
ほ
ぼ
南
北
に
延
び
る
道
路
で
北
東
の
山
地
シ
エ
ラ
・

モ
レ
ナ
と
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
地
理
的
条
件
を
武
器
に
、
こ
の
先

住
民
居
住
地
は
平
野
か
ら
の
農
業
生
産
物
と
、
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の

豊
富
な
鉱
山
資
源
の
交
易
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た（
（4
（

（
図
2
）。

　
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
は
こ
の
先
住
民
居
住
地
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、

約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
北
東
に
離
れ
た
、
標
高
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
弱
の

丘
の
上
に
新
し
い
居
住
地
を
建
設
し
た
。
こ
の
位
置
か
ら
は
、
先
住

民
居
住
地
を
容
易
に
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

　
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
が
新
し
い
居
住
地
を
建
設
し
た
目
的
に
、
隣
接
す

る
先
住
民
居
住
地
の
監
視
と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
見

て
取
れ
る
。
そ
の
点
は
、
前
章
で
見
た
建
設
当
初
か
ら
の
軍
事
的
性

格
と
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
軍
事
的
性
格
と
い
っ
て
も
、
先
住
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民
と
の
関
係
が
良
好
な
こ
の
時
期
に
、
そ
れ
は
戦
略
上
の
必
要
性
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
私
は
こ
こ
に
、
こ
れ
も
前
章
で
確
認
し
た
鉱
山
開
発
の
進
展
が
関

係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
コ
ル
ド
ゥ
バ

建
設
と
、
ロ
ー
マ
人
の
鉱
山
開
発
を
結
び
つ
け
る
史
料
の
記
述
は
な

い
。
し
か
し
、
前
二
世
紀
初
頭
以
降
展
開
す
る
次
の
諸
状
況
は
、
こ

の
仮
説
を
強
く
支
持
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
属
州
設
置
直
後
の
前
一
九
五
年
か
ら
一
九
四
年
に
か
け
て
キ
テ

リ
オ
ル
総
督
に
在
任
し
た
大
カ
ト
は
、
両
属
州
各
地
で
先
住
民
と

戦
う
傍
ら
、（
お
そ
ら
く
北
部
の
エ
ブ
ロ
河
流
域
で
）
銀
鉱
と
鉄
鉱

か
ら
巨
額
の
富
を
得
た
と
い
う
（pacta provincia vectigalia 

m
agna instituit ex ferrariis argentariisque

）（
（4
（

。Vectigalia

は
こ
の
時
点
で
は
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
公
有
地
な
い
し
国
営
鉱
山

用
益
者
か
ら
の
税
で
は
あ
り
え
ず
（
こ
の
時
点
の
属
州
で
は
ま
だ
そ

の
制
度
が
未
確
立
）、
大
カ
ト
は
単
に
在
地
の
鉱
山
か
ら
戦
利
品
と

し
て
富
を
奪
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
つ
い

て
、
鉱
山
か
ら
の
収
益
に
関
す
る
史
料
の
記
述
が
増
え
る（

（4
（

。
明
ら
か

に
、
前
二
世
紀
初
頭
以
降
ロ
ー
マ
人
は
、
現
地
の
鉱
物
資
源
の
豊
富

さ
に
気
づ
き
、
鉱
山
開
発
に
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
前
章
で
見
た
と
お
り
、
鉱
山
お
よ
び
鉱
山
生
産
物
搬
路
に
お
け
る

軍
の
守
備
が
前
二
世
紀
末
頃
ま
で
に
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
ヒ

ス
パ
ニ
ア
の
鉱
山
は
既
に
国
営
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
明
確
に
述
べ

る
こ
と
は
で
き
な
い（

（5
（

。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
現
実
に
鉱
山
経
営

お
よ
び
生
産
物
輸
送
に
従
事
し
た
の
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
私

的
な
事
業
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
安
全
を
確
保
し
た
の
は
現

地
の
軍
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
点
。
属
州
設
置
後
、
両
属
州
各
地
の
先
住
民
居
住
地
で
貨

幣
鋳
造
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
一
面
で
は
既
に
こ
の
時
期
か
ら
ヒ
ス

パ
ニ
ア
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
の
経
済
活
動
が
活
発
化

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
す
で
に
第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
争

前
に
カ
ル
タ
ゴ
勢
力
が
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
産
出
の
銀
で
貨
幣
を
鋳
造

し
て
お
り
、
ま
た
前
三
世
紀
末
に
は
先
住
民
居
住
地
で
鋳
造
さ
れ
た

貨
幣
を
ロ
ー
マ
軍
が
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
先

住
民
の
貨
幣
使
用
が
一
般
化
す
る
の
は
遅
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。他
方
、

こ
れ
ら
の
急
速
に
増
加
し
た
貨
幣
が
、
駐
留
す
る
ロ
ー
マ
軍
の
兵
士

へ
の
給
与
支
払
い
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
キ
テ
リ

オ
ル
総
督
で
あ
っ
た
ク
ィ
ン
ト
ゥ
ス
・
フ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
フ
ラ
ッ
ク

スQ
. Fulvius Flaccus

は
、
前
一
八
〇
年
に
ロ
ー
マ
に
帰
還
し

た
際
に
元
老
院
に
対
し
て
、
軍
に
対
し
て
通
常
支
払
わ
れ
る
べ
き
金

銭
も
、
食
糧
も
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
報
告
し
、
凱
旋
式
挙
行
を
要

求
し
た
と
い
う（

（5
（

。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
「
通
常
支
払
わ
れ
る
べ
き
金

銭
」
と
は
兵
士
へ
の
給
与
で
あ
り
、
そ
れ
を
フ
ラ
ッ
ク
ス
は
現
地
調

達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
地
の
共
同
体
か
ら
の
貨
幣
の
供
出
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が
、
兵
士
へ
の
現
地
で
の
速
や
か
で
安
定
し
た
給
与
支
払
い
を
可
能

と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
グ
ラ
ッ
ク
ス
の｢

条
約｣

後
に
、
こ
の
先
住
民
居
住
地
か
ら
の
貨
幣
に
よ
る
支
払
い
シ
ス
テ
ム

が
次
第
に
確
立
さ
れ
た
と
見
て
良
い
。
後
世
に
は
属
州
税
で
あ
る
ス

テ
ィ
ペ
ン
デ
ィ
ウ
ムstipendium

へ
発
展
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

前
二
世
紀
を
通
し
て
そ
れ
は
未
だ
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い（

（5
（

。

　
共
和
政
末
期
ま
で
に
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
先
住
民
居
住
地
で
貨
幣
を

鋳
造
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
も
の
は
約
七
〇
箇
所
を
数
え
る

と
い
う
。
そ
の
一
つ
が
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　
以
上
の
状
況
を
背
景
に
、
改
め
て
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
ロ
ー
マ
居
住

地
コ
ル
ド
ゥ
バ
建
設
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
イ
タ
リ
ア

人
、
ロ
ー
マ
人
に
よ
る
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の
鉱
山
経
営
が
進
む
中
、

そ
こ
か
ら
あ
が
る
生
産
物
は
彼
ら
商
人
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
総
督

に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
一
部
は
現
地
の
軍
の
需

要
の
た
め
に
、
一
部
は
ロ
ー
マ
に
送
り
国
庫
を
富
ま
す
こ
と
で
帰
国

後
の
政
治
的
声
望
を
増
や
す
た
め
に
（
そ
し
て
一
部
は
お
そ
ら
く
、

前
一
七
一
年
に
制
裁
を
受
け
た
元
総
督
の
よ
う
に
、
私
欲
の
た
め

に
）。
鉱
山
開
発
は
お
そ
ら
く
貨
幣
鋳
造
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
兵

士
へ
の
給
与
支
払
い
を
容
易
に
か
つ
安
定
し
た
も
の
に
で
き
た
。

　
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
お
よ
び
近
隣
地
域
、
さ
ら
に
は
河
川
を
利
用
し

て
の
遠
距
離
地
域
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
利
用
し
て
鉱
物
資
源
の
交
易
に

従
事
し
て
い
た
先
住
民
居
住
地
に
隣
接
し
て
、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
は
ロ

ー
マ
居
住
地
を
建
設
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
イ
タ
リ
ア
商
人
、
ロ
ー

マ
商
人
に
よ
る
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の
鉱
山
開
発
を
守
備
し
、
さ
ら
に

鉱
物
資
源
の
安
定
し
た
運
搬
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
考
え

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
　
先
住
民
と｢

ロ
ー
マ
人｣

　
ロ
ー
マ
居
住
地
建
設
後
も
存
続
し
た
先
住
民
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ

で
も
、
古
く
か
ら
展
開
し
て
い
た
交
易
活
動
は
途
絶
し
な
か
っ
た
。

先
住
民
居
住
地
か
ら
出
土
す
る
陶
器
等
か
ら
見
て
、
先
住
民
が
従
来

ど
お
り
に
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
他
地
域
の
先
住
民
と
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ

ア
と
の
交
易
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（5
（

。
ロ
ー
マ
居
住

地
コ
ル
ド
ゥ
バ
と
先
住
民
居
住
地
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
交
易
活
動
が
相

互
に
ど
う
作
用
し
て
い
た
の
か
、
史
料
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
。
だ

が
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
「
こ
の
都
市
は
最
初
か
ら
先
住
民
と
ロ
ー
マ
人

か
ら
選
ば
れ
た
人
々
が
居
住
し
た
。」
と
い
う
記
述
は
、
示
唆
的
で

あ
る
。
こ
の
、
建
設
当
初
か
ら
選
ば
れ
て
居
住
し
た
先
住
民
が
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
語
っ
て
い
な
い
が
、
特
段
の
言
及
が

な
い
こ
と
は
む
し
ろ
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
が
先
住
民
居
住
地
コ

ル
ド
ゥ
バ
か
ら
移
住
し
た
と
い
う
最
も
自
然
な
状
況
を
踏
ま
え
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
み
が
建
設
当
初
か
ら
先
住
民

と
ロ
ー
マ
人
を
居
住
者
と
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
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こ
う
し
た
記
述
が
他
に
な
く
、
た
だ
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
、
コ
ル
ド
ゥ
バ

に
関
す
る
記
述
の
中
に
の
み
現
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
特
殊
な
状
況

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
の
鉱
物
資
源
の
交

易
に
つ
い
て
、
長
い
経
験
を
持
つ
先
住
民
と
の
協
力
関
係
を
企
図
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
前
二

世
紀
に
属
す
る
港
湾
施
設
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
先
住

民
居
住
地
の
既
存
の
港
湾
施
設
と
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、「
ロ
ー

マ
人
」
に
も
共
有
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（5
（

。

　
前
二
世
紀
を
通
し
て
ロ
ー
マ
居
住
地
の
都
市
構
造
も
建
造
物
も
先

住
民
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
人
口
の
大
半
は
先
住
民
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
前
一
世
紀
初
頭
に
は
、
先
住
民
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
が

放
棄
さ
れ
、
住
民
は
お
そ
ら
く
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
へ
移
動

し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と（

（5
（

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
先
住

民
と
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
す
る
「
ロ
ー
マ
人
」
と
の
関
係
は
良
好
で

あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
を
整
理
し
よ
う
。
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
は
、
展
開
し

つ
つ
あ
っ
た
鉱
山
開
発
に
従
事
す
る
民
間
の｢

ロ
ー
マ
人｣

と
、
そ

こ
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
ロ
ー
マ
軍
司
令
官
（
＝
属
州
総
督
）
の
利

害
の
一
致
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
「
ロ
ー
マ
人
」
と
、
近
隣
お
よ
び
ロ
ー
マ
居
住
地
内
に
居

住
す
る
先
住
民
と
の
関
係
は
少
な
く
と
も
良
好
で
あ
り
、
も
し
か
し

た
ら
協
力
関
係
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
反
面
、
際
立
つ
の
が
元
老
院
の
存
在
の
希
薄
さ
で
あ
る
。
コ
ル
ド

ゥ
バ
の
建
設
に
、
元
老
院
が
関
与
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
史
料
中

に
全
く
現
れ
な
い
こ
と
は
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
文
章
の
短
さ
か
ら
み
て

不
自
然
で
は
な
い
が
、
居
住
地
建
設
の
背
景
と
な
る
当
時
の
状
況
の

中
に
も
、
元
老
院
の
姿
は
わ
ず
か
に
し
か
見
え
て
こ
な
い
。
そ
の
中

で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
一
つ
に
は
前
一
七
一
年
の
二
つ
の
で
き
ご

と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
大
カ
ト
以
降
、
鉱
山
資
源
の
国
庫
へ
の

納
入
に
ま
つ
わ
っ
て
軍
司
令
官
た
ち
が
元
老
院
に
自
ら
の
功
績
を
誇

示
す
る
場
面
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
者
に
つ
い
て
は
、
属
州
統
治
に

元
老
院
が
直
接
介
入
し
た
重
要
な
事
例
と
言
え
よ
う
。
中
で
も
都
市

カ
ル
テ
イ
ア
が
建
設
当
初
か
ら
植
民
市
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ウ
ル
テ

リ
オ
ル
の
ロ
ー
マ
居
住
地
建
設
に
お
い
て
、
元
老
院
の
明
確
な
意
思

が
働
い
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
で
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的
な
地

位
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
次
章
で
こ
の
点
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
居
住
地
に
対
す
る
元
老
院
の
関
与
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検

討
し
た
い
。

第
三
章
　
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的
地
位

　
ロ
ー
マ
の
植
民
市
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
権
の
具
体
的
な
内
容
、

歴
史
的
背
景
、
そ
し
て
帝
国
統
治
に
お
け
る
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ぶ
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厚
い
研
究
と
議
論
の
蓄
積
が
あ
る（

（5
（

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
本
章
は

触
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
前
二
世
紀
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
対
す
る
元
老
院

の
関
与
の
度
合
い
を
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
た
だ
こ
の
時
期

に
な
ん
ら
か
の
法
的
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
と
い

う
点
の
み
を
確
認
す
る
に
留
め
た
い
。

　
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ラ

ボ
ン
の
記
述
の
中
に
「
こ
の
地
域
で
最
初
のἀποικία

」
な
る
表
現

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
第
一
章
で
見
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

コ
ル
ド
ゥ
バ
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、議
論
が
決
着
し
て
い
な
い
。

中
で
も
本
章
の
問
題
に
直
接
関
わ
る
問
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ウ
ル
テ
リ
オ
ル
に
お
け
る
ロ
ー
マ
市
民
植
民
市
の
存
在
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
全
て
の
研
究
者
が
カ
エ
サ
ル
期
ま
で
認
め
な
い
。
し
か
し
ラ
テ

ン
権
植
民
市
に
つ
い
て
は
カ
ル
テ
イ
ア
を
例
外
と
し
て
も
、
そ
の
他

の
い
か
な
る
ロ
ー
マ
居
住
地
に
も
該
当
し
な
い
と
す
る
見
解
と
、
イ

タ
リ
カ
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
、
そ
し
て
前
一
三
八
年
建
設
の
ウ
ァ
レ
ン
テ

ィ
ア
、
前
一
二
三
年
建
設
の
パ
ル
マ
お
よ
び
ポ
レ
ン
テ
ィ
ア
の
計
五

つ
は
ラ
テ
ン
権
植
民
市
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
と
に
大
別
さ
れ
る（

（5
（

（
こ
の
前
提
に
は
さ
ら
に
、そ
も
そ
もἀποικία

な
る
ギ
リ
シ
ア
語
が
、

植
民
市
と
訳
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
の
コ
ロ
ー
ニ
アcolonia

と
同
義
で

あ
る
の
か
な
い
の
か
、
と
い
う
議
論
と
、
ま
た
史
料
中
で
コ
ロ
ー
ニ

ア
と
い
う
語
が
厳
密
に
法
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ

な
い（

（6
（

）。

　
私
は
別
稿
で
、
前
二
世
紀
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
は
い
か
な
る
法
的
な

地
位
も
確
認
で
き
な
い
と
述
べ
た（

（6
（

。
現
在
も
そ
の
見
解
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
そ
れ
を
次
の
論
拠
で
補
足
し
て
お
き
た
い
。
第
一
章
第
一

節
で
、
内
乱
期
の
カ
エ
サ
ル
軍
と
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
軍
に
挟
ま
れ
た
コ

ル
ド
ゥ
バ
の
対
応
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
時
点
で
は
コ
ル
ド
ゥ
バ
は

ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
側
の
将
軍
に
市
門
を
閉
ざ
し
た
た
め
、
後
に
カ
エ
サ

ル
が
住
民
に
感
謝
の
演
説
を
し
た
。
そ
の
際
に
、
カ
エ
サ
ル
側
に
つ

く
こ
と
を
決
定
し
た
の
が
ロ
ー
マ
市
民
の
協
議
会
で
あ
る
コ
ン
ウ
ェ

ン
ト
ゥ
ス
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ー
マ
市
民
の
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ウ
ス
が
植
民
市
に
も
あ
り
え
た
こ

と
、
従
っ
て
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
植
民
市
で
な
か
っ

た
と
い
う
結
論
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
点
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
の
状
況
は
単
に
コ

ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
説
明
が
で
き
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
こ
の
時
点
で
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
植
民
市
で
あ

っ
た
な
ら
、
当
然
ロ
ー
マ
的
な
都
市
政
務
官
と
都
市
参
事
会
が
備
わ

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
エ
サ
ル
の
記
述
に
は
こ
の
二
つ
へ

の
言
及
が
一
切
な
い
。

　
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
第
一
章
第
一
節
で
挙
げ
た
カ
エ
サ
ル
の
文

言
を
再
掲
し
て
お
こ
う
。
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ロ
ー
マ
市
民
に
は
町
を
自
ら
の
権
限
下
に
置
き
続
け
よ

う
と
努
め
た
こ
と
に
感
謝
を
表
明
し
た
。gratias agit, 

civibus R
om

anis, quod oppidum
 in sua potestate 

studuissent habere. 

　
こ
れ
は
都
市
参
事
会
や
政
務
官
の
意
思
に
反
し
て
カ
エ
サ
ル
側
に

つ
い
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
そ
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
事

態
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か
の
言
及
が
あ
る
ま
い
か
。
カ
エ
サ
ル
は
コ

ル
ド
ゥ
バ
居
住
の
先
住
民
に
対
し
て
も
感
謝
を
述
べ
た
。
し
か
し
そ

こ
で
、
な
ん
ら
か
の
機
関
へ
触
れ
る
こ
と
は
一
切
な
い（

（6
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
内
乱
期
に
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
が
果
た
し
た
役
割

と
、
ま
た
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
植
民
市
で
あ
る
こ
と
を
示
す
特
段
の
証
拠

が
な
い
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
カ
エ
サ
ル
期
ま
で
コ
ル
ド
ゥ
バ
は

植
民
市
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
が
妥
当
だ
と
私
は
考
え
る（

（6
（

。

　
従
っ
て
、
法
的
な
面
に
お
い
て
も
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
対
し
て
元
老
院

が
な
ん
ら
か
の
介
入
を
し
た
、
な
い
し
は
そ
の
意
思
を
表
現
し
た
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

終
わ
り
に

　
以
上
の
論
考
を
ふ
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　
前
二
世
紀
前
半
に
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
総
督
で
あ
り
軍
司
令
官
で
あ

っ
た
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド

ゥ
バ
に
は
、
建
設
当
初
か
ら
ロ
ー
マ
人
が
先
住
民
と
共
生
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
人
の
数
と
影
響
力
は
、
前
一
世
紀

中
葉
ま
で
に
増
大
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
ま
で
人
口
の

多
く
は
先
住
民
が
占
め
て
い
た
が
。

　
こ
の
「
ロ
ー
マ
人
」
の
内
実
は
、
お
そ
ら
く
ロ
ー
マ
市
民
に
加
え

て
イ
タ
リ
ア
出
身
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
一
部
は
軍
関
係
者（
兵
士
、

退
役
兵
、
軍
に
付
き
従
う
商
人
）
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
一
部
は
シ

エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の
鉱
山
経
営
と
鉱
物
資
源
の
輸
送
、
売
買
に
携
わ
る

商
人
・
業
者
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
総
督
と
そ
の

周
辺
の
人
々
（
そ
の
大
半
は
ロ
ー
マ
市
民
）
も
、
場
合
に
よ
っ
て
数

年
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
居
住
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
現
地
に
（
期
間
限
定
で
あ
れ
恒
久
的
で
あ
れ
）
居

住
す
る｢

ロ
ー
マ
人｣

と
、
帝
国
統
治
に
拘
わ
る
政
策
を
担
う
元
老

院
と
の
位
置
関
係
は
ど
う
か
。
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
建
設

当
時
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
情
勢
は
、
前
二
世
紀
中
で
比
較
的
安
定
し

て
い
た
。
そ
の
時
期
に
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
が
こ
の
居
住
地
を
敢
え
て
建

設
し
た
目
的
は
、
お
そ
ら
く
イ
タ
リ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
の
経
営
に
よ

っ
て
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
の
鉱
山
開
発
と
、
鉱
物

生
産
の
保
護
お
よ
び
交
易
の
安
全
確
保
で
あ
っ
た
。
鉱
物
資
源
は
、

軍
に
と
っ
て
も
、
帰
還
す
れ
ば
政
界
で
活
動
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

っ
た
総
督
本
人
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
開
発
事
業
に
従
事
す
る
事
業
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者
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（6
（

。

　
ロ
ー
マ
居
住
地
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
、
鉱
山
開
発
を
め
ぐ
る
活
動
を
活

性
化
さ
せ
て
い
た
軍
な
ら
び
に
そ
れ
を
指
揮
す
る
総
督
、
そ
し
て
イ

タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
商
人
と
い
う｢

ロ
ー
マ
人｣

と
、
現
地
先
住
民
と

の
関
係
は
、
良
好
な
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
本
稿
で
は
推
論

に
留
ま
る
が
、
彼
ら
が
場
合
に
よ
っ
て
協
力
し
合
っ
た
可
能
性
も
除

外
で
き
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
元
老
院
が
前
二
世
紀
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
介
入
し

た
可
能
性
は
小
さ
い
。
そ
れ
は
法
的
な
面
に
お
い
て
も
言
え
る
。
こ

の
時
期
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
ラ
テ
ン
権
植
民
市
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が

た
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
冒
頭
に
挙
げ
た
問
題
に
つ
い
て
、
一
応
の
結
論
が
出
た
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
前
二
世
紀
の
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
あ
っ
て
、（
そ
れ

自
体
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
取
り
組
ん
で
は
い
な
い
の
だ
が
）
先

住
民
の
ロ
ー
マ
化
を
歓
迎
し
た
ロ
ー
マ
人
が
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
イ
タ
リ
ア
か
ら
移
動
し
て
き
て
ロ
ー
マ
居
住
地
に
住
み
、
ウ
ル
テ

リ
オ
ル
の
当
時
の
現
実
の
中
で
、
自
身
の
利
益
を
追
求
し
よ
う
と
し

て
い
た
イ
タ
リ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
他
方
、
元
老
院
に
よ
る
コ
ル
ド
ゥ
バ
へ
の
介
入
が
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
関
し
て
は
元
老
院
が
な
ん

ら
か
の
政
策
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
し
か
し
、
元
老
院
が
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
に
全
く
不
関
与
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。前
一
七
一
年
に
起
こ
っ
た
二
つ
の
出
来
事
は
、

こ
の
早
い
時
点
で
元
老
院
が
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
統
治
に
関
し
て
明
確

に
意
思
を
示
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
前
二
世
紀
前
半
に
つ
い
て
は
、

こ
の
出
来
事
が
元
老
院
の
介
入
を
示
す
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
前
二

世
紀
後
半
に
な
る
と
、
元
老
院
が
戦
争
終
結
に
つ
い
て
厳
し
く
条
件

を
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
前
一
三
三
年
に
ケ
ル
ト
イ
ベ
リ
ア
戦

争
が
終
結
し
た
時
、
元
老
院
は
戦
後
処
理
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
、

一
〇
人
の
元
老
院
議
員
か
ら
な
る
委
員
会
を
派
遣
し
た（

（6
（

。

　
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
戻
ろ
う
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
居
住
地
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
期
に
な
っ
て
ロ
ー
マ
市
民
植
民
市
の

地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
前
に
、
最
終
的
に
自
分
か
ら
離
反
し
て

ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
側
に
つ
い
た
居
住
地
を
カ
エ
サ
ル
が
破
壊
し
た
の

で
、
全
く
新
し
い
植
民
市
が
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う（

（6
（

。
こ

の
カ
エ
サ
ル
と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
時
期
以
降
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の

み
な
ら
ず
属
州
ヒ
ス
パ
ニ
ア
で
は
次
々
に
植
民
市
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
前
二
世
紀
と
は
異
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が

作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点
は
、
も
は
や
本
稿
の
論
ず
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。
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aetica , 

Portsm
outh, 1998.

南
川
高
志
「
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
統
合
を
め
ぐ
っ
て
」『
西
洋
古
代

史
研
究
』（
第
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

宮
嵜
麻
子
「
都
市
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
起
源
と
ロ
ー
マ
化
」『
東
洋
大
学

人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
九
年
。

註（
１
）
伝
統
的
な
「
ロ
ー
マ
化
」
を
扱
う
代
表
的
研
究
と
し
て
、

H
averfield, F., T

he R
om

anization of B
ritain , O

xford, 
1905

の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
従
来
の
「
ロ
ー
マ
化
」
概
念
に

対
す
る
批
判
お
よ
び
こ
の
概
念
を
用
い
た
諸
研
究
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
南
川
高
志
「
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
統
合
を
め
ぐ
っ
て
」『
西
洋
古

代
史
研
究
』（
第
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）
五
三
―
七
一
頁
（
以
下
、

南
川
と
表
記
す
る
）
が
非
常
に
有
益
で
あ
る
。

（
２
）
宮
嵜
麻
子
「「
変
わ
り
ゆ
く
地
中
海
世
界
」
南
川
高
志
編
『
Ｂ
．
Ｃ
．

２
２
０
年
―
帝
国
と
世
界
史
の
誕
生
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、

二
二
―
八
三
頁
。
同
「
都
市
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
起
源
と
ロ
ー
マ
化
」『
東

洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
九
年
（
以

下
、
宮
嵜
と
表
記
す
る
）、
二
二
五
―
二
四
一
頁
、
お
よ
び
「
ロ
ー
マ

化
以
前
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
社
会
と
文
化
」（
第
六
九
回
日
本
西
洋
史

学
会
大
会
古
代
史
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
二
〇
一
八
年
、
於
静
岡

大
学
）。

（
３
）Strab., 3,2,15. 

ス
ト
ラ
ボ
ン
は
、
こ
の
地
域
に
は
ロ
ー
マ
人
到

来
以
前
か
ら
地
中
海
東
部
の
文
明
が
定
着
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
ロ
ー
マ
的
文
明
の
吸
収
が
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。Ibid.,3, 

2, 13; 3, 4, 19. C
f. Curz A

ndreotti, G
., “Rom

e and Iberia: 
The M

aking of a cultural G
eography”, in B

ianchetti, S. 
et. al. (eds.) B

rill’s C
om

panion to ancient G
eography: The 

inhabited W
orld in G

reek and R
om

an Tradition , Leiden/
Boston, 2016. pp.289-295. 

（
４
）
古
学
の
古
代
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
め
ざ
ま
し
い
。
そ
れ
は
単
に
新
た
な
遺
跡
調
査
の
進
展
と

い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
人
類
学
お
よ
び
歴
史
学
と
の
連
係
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の
中
で
、
古
代
イ
ベ
リ
ア
社
会
の
文
化
的
特
徴
と
そ
の
変
遷
を
、
多

様
で
多
層
な
人
的
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
が
た
ど
っ
た
歴
史
的
脈
絡
の

中
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
新
た
な
視
野
を
開
い
た
と
い

う
点
に
お
い
て
、
歴
史
学
研
究
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
有
益
で
あ

る
。
そ
の
成
果
は
膨
大
で
あ
る
の
で
、
さ
し
あ
た
り
、
本
論
の
主
題

に
関
わ
る
著
作
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
に
留
め
た
い
。Chaves 

Tristán, F., Los tesores en el sur de H
ispania: conjuntos 

de denarios y objetos de plata durante los siglos II y I a 
C

. Sevilla, 1996. D
iaz-Androu, M

. &
 K

eay, S. (eds.), The 
Archaeology of Iberia: The D

ynam
ics of C

hange , London, 
1997. K

eay, S. (ed.), T
he A

rchaeology of early R
om

an 
B

aetica , Portsm
outh, 1998

（
以
下
、K

eay

と
表
記
す
る
）. 

M
oreno, E

. S., “C
ross-cultural Links in A

ncient Iberia: 
Socio-econom

ic A
natom

y of H
ospitality”, in O

xford 
Journal of A

rchaeology , 2001, pp.391-413.  D
ietler, M

. 
&

 López-R
uiz, C

. (eds.), C
olonial E

ncounter in ancient 
Iberia , C

hicago, 2009. C
ruz A

ndreotti, G
., (ed.), R

om
an 

Turdetania: R
om

anization, Identity and Socio-C
ultural 

Interaction in the South of the Iberian Peninsula betw
een 

the 4
th and 1

st centuries B
C

E
., Leiden/Boston, 2019

（
以

下
、R

om
an Turdetania

と

表

記

す

る

）. H
outon, P., 

U
rbanisation in R

om
an Spain and Portugal: C

ivitates 
H

ispaniae of the early E
m

pire , London/N
.Y. 2021

（
以
下
、

H
outon

と
表
記
す
る
）.

（
５
）
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
の
ロ
ー
マ
人
到
来
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
の

研
究
も
、
考
古
学
研
究
の
ほ
ぼ
独
壇
場
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
以

下
の
研
究
を
挙
げ
て
お
く
。Blásquez, J. M

. et al., H
istoria 

de E
spana Antigua, vol.1: Protohistoria , Cubierta, 1997, 

esp. pp.127-171. A
ubet, M

. E
., The Phoenicians and the 

W
est , 2

nd.ed. Cam
bridge, 2001, esp. pp.257-346. K

urz, J., 
The B

arcid E
m

pire? : A
n econom

ic, social and political 
Study of im

perial Interactions betw
een C

arthaginians 
and Locals in southern Iberia , Providence, 2016. esp.
pp.64-174. Celestino, S. &

 López-Ruiz, C
., Tartessos and 

the Phoenicians in Iberia , O
xford, 2019. 

歴
史
学
研
究
に
お

け
る
ロ
ー
マ
到
来
以
前
の
簡
潔
な
概
観
と
し
て
は
、Curchin, L.A., 

R
om

an Spain: C
onquest and Assim

ilation , London &
 N

.Y, 
1991

（
以
下
、C

urchin

と
表
記
す
る
）, pp.10-23.

（
６
）
ロ
ー
マ
到
来
以
後
の
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
の
変
容
を
概
観
す
る
に
は
、

C
urchin , pp.57-177.

（
７
）M

achuca Prieto, F., “U
nraveling the w

estern Phoenicians 
under Rom

an Rule: Identity, H
eterogeneity and D

ynam
ic 

Boundaries”, in R
om

an Turdetania , pp.130-148. 

農
村
部
で

の
「
ロ
ー
マ
化
」
に
つ
い
て
はC

urchin , pp.125-129.

（
８
）C

urz A
ndreotti, G

., “E
pilogue: A

 new
 Paradigm

 for
R

om
anization?” in R

om
an T

urdetania , pp.186-190. 
G

arcía Fernàndez, F. J., “D
econstructing ‘Turdetanian 

C
ulture’: Identities, Territories and A

rchaeology”, in 
R

om
an Turdetania , pp.51-52

（
９
）
宮
嵜
、
二
三
一
―
二
三
二
頁
。

（
10
）C

urchin , pp.123-125. H
outon , 137-164.

（
11
）
南
川
、
五
七
頁
参
照
。

（
12
）
宮
嵜
、
二
三
二
頁
。

（
13
）Strab.,3,2,1 “πλεῖστον δ’, ἥ τε Κ

óρδυβα ηὔξηται, Μ
αρκέλλου 
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κτíσμα, καì δóξῃ καì δυνáμει, καì ἡ τῶ
ν Γαδιτανῶ

ν πόλις, ἡ 
μὲν διὰ τὰςναυτιλίας καὶ διὰ τὸ προσθέσθαι ῾Ρω

μαίοις κατὰ 
συμμαχίας, ἡ δὲ χώρας ἀρετῇ καὶ μεγέθει, προσλαμβάνοντος καὶ 
τοῦ ποταμοῦ Βαίτιος μέγα μέρος· ᾤκησάν τε ἐξ ἀρχῆς῾Ρωμαίον 
τε καὶ τῶ

ν ἐπιχω
ρίω

ν ἄνδρες ἐπίλεκτοι· καὶ δὴ καὶ πρώ
την 

ἀποικίαν ταύτην εἰς τούσδε τοὺς τόπους ἔστειλαν ῾Ρωμαῖοι.”

（
14
）Polyb., 35, 2. 2. Liv., 43, 15, 3. App., Ib . 48. K

napp, R.C., 
R

om
an C

órdoba , Berkley &
 London 

（
以
下
、K

napp

と
表

記
す
る
）, 1983, pp.10-11.

（
15
）
な
に
よ
り
も
、
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
最
初
の
植
民
市
カ
ル
テ
イ
ア
が
前

一
七
一
年
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
（Liv., 43, 3, 1-4.

）
と
、
ス

ト
ラ
ボ
ン
の
記
述
、「
こ
の
地
域
で
最
初
の
植
民
市
」
が
矛
盾
し

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
出
発
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
争
が
生
じ
た
。

Jim
énes, A

. &
 Carrillo, J. R., “Corduba /Colonia Patricia: 

the Colony that w
as found tw

ice”, in Sw
eetm

an, R.J. (ed.), 
R

om
an C

olonies: in the first C
entury of their Foundation , 

O
xford &

 O
akville, 2011

（
以
下
、Jim

énes
＆ Carrillo

と

表
記
す
る
）, pp.55-56. Cf. Canto, A., “Colonia Patricia 

C
orduba: nuevas hipotesis sobre su fundacion y nom

bre”, 
Latom

us  t. L. vol. 4, p.844. 

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は

こ
の
問
題
を
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
論
争
は
コ

ル
ド
ゥ
バ
が
い
つ
植
民
市
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
、
本
稿
第
三
章
の

問
い
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

（
16
）
宮
嵜
、
二
三
三
頁
。 

（
17
）
ウ
ル
テ
リ
オ
ル
に
建
設
さ
れ
た
全
て
の
ロ
ー
マ
居
住
地
に
は
、

ロ
ー
マ
人
が
入
植
し
た
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。G

onzalez 
R

om
án, C

., C
iudad y privilegio en A

ndalucia en E
poca 

rom
ana , G

ranada,2002. pp.60-61. 

し
か
し
、
前
一
七
八
年
に

グ
ラ
ッ
ク
ス
が
建
設
し
た
居
住
地
、
前
一
三
八
年
に
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス

が
建
設
し
た
居
住
地
は
、
明
確
に
先
住
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
を
含
む
、
前
二
世
紀
の
ロ
ー
マ
居

住
地
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
詳
述
す
る
。

（
18
）App. Ib .,38 

（
19
）Caes. B

ell. C
iv ., 2,21,1. 

ま
たCaes. B

ell. C
iv .2,19,3. 

「
同

じ
頃
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
ロ
ー
マ
市
民
協
議
会
も
、
自
ら
ウ
ァ
ッ
ロ
ー

の
軍
に
市
門
を
閉
ざ
し
、
守
備
兵
や
夜
警
を
見
張
り
塔
や
囲
壁
に
置

い
た
。」

（
20
）Liv.Ep ., 60. Strab., 3, 5, 1-2. Richardson, J. S., The R

om
ans 

in Spain , O
xford, 1996 

（
以
下
、Richardson, Spain

と
表

記
す
る
）, pp.82-83. G

onzález Rom
án, C

., “R
om

anos e 
itálicos en la H

ispania republicana”, in Pons Pujol, L., 
(ed.), H

ispania et G
allia: D

os provincias del occidente 
R

om
ano , Barcelona, 2010

（
以
下
、G

onzález R
om

án

と
表

記
す
る
）, p.19

は
、
共
和
政
期
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
お
け
る
ロ
ー
マ

人
の
移
住
者
は
約
三
万
人
と
推
定
す
る
。
こ
の
数
値
に
つ
い
て
、
ガ

ル
シ
ア
＝
バ
ル
ガ
ス
は
多
す
ぎ
る
と
評
価
し
つ
つ
も
、
か
な
り
の
人

口
が
あ
っ
た
の
で
は
、と
推
測
し
て
い
る
。García Valgas, E., “The 

E
conom

y and R
om

anization of H
ispania U

lterior (125-
25BCE): The Role of the Italians”, in R

om
an Turdetania

（
以
下
、Econom

y

と
表
記
す
る
）, p. 179. C

f. Brunt, P. 
A

., Italian M
anpow

er, 225 B
.C

.-A
.D

. 14 , O
xford, 1972, 

pp.231-232.

（
21
）
宮
嵜
、
コ
ル
ド
ゥ
バ
、
二
三
六
頁
。
コ
ル
ド
ゥ
バ
に
お
け
る
先
住

民
の
人
口
を
査
定
す
る
こ
と
の
困
難
は
す
で
に
早
い
時
期
か
ら
指
摘
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マ
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コ
ル
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ゥ
バ
の
「
ロ
ー
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宮
嵜
）

さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
な
い
。K

napp , 
p.13; p.102, n.72.

（
22
）Ventura, A. et al., “Rom

an Córdoba in the Light of recent 
archaeological Research”, in K

eay

（
以
下
、Ventura

と
表

記
す
る
）, pp.89-91.

そ
も
そ
も
コ
ル
ド
ゥ
バ
な
る
名
前
が
ト
ゥ
ル

デ
タ
ニ
ア
起
源
で
あ
る
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
建
設
当
初
の
こ
の
居
住

地
の
人
口
が
、
先
住
民
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

V
entura, p.72, n.15.

（
23
）C

aes., B
ell .C

iv.2,21,1. “H
ispanis, quod praesidia 

expulissent.” 

（
24
）R

odriguez N
eila, J. F., “C

olonia Patricia (C
orduba), 

capital de la B
etica”, in G

eríon  35, 2017, p.372., Conzález 
R

om
án, p. 16. Jim

énes &
 C

arrillo , p. 56.

（
25
）H

outon , p.50. 

（
26
）
建
設
当
初
か
ら
、
囲
壁
と
そ
れ
に
付
随
す
る
施
設
が
極
め
て
強

固
で
あ
っ
た
。
ま
た
囲
壁
内
の
面
積
が
、
共
和
政
期
の
ロ
ー
マ
居

住
地
と
し
て
は
突
出
し
て
広
い
。Ventura, p.89. Jim

énes &
 

C
arrillo, pp.57-58. 

し
か
しK

napp, p.9

は
恒
常
的
な
基
地
の
存

在
は
疑
問
視
。

（
27
）H

outon , p.50.

（
28
）
註
一
八
を
見
よ
。

（
29
）Liv., 34, 9, 11-13.

（
30
）D

iod.,5,36: “ὕστερον δὲ τῶν Ῥωμαίων κρατησάντων τῆς Ἰβηρίας, 
πλῆθος Ἰταλῶ

ν ἐπεπόλασε τοῖς μετάλλοις, καὶ μεγάλους  
ἀπεφέροντο πλούτους διὰ τὴν φιλοκερδίαν.” G

onzález R
om

án, 
p.15.

（
31
）
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
背
後
に
あ
る
シ
エ
ラ
・
モ
レ
ナ
西
部
に
つ
い
て
の

ス
ト
ラ
ボ
ン
の
言
説
：「
実
際
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
金
も
、
銀
も
、

ま
た
銅
も
鉄
も
、
世
界
中
の
ど
こ
に
も
こ
の
よ
う
に
自
然
の
状
態

で
、
し
か
も
量
も
最
良
の
質
も
備
え
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。」

Strab., 3, 2, 8. C
f. Ponsich, M

., “The rural econom
y of 

w
estern Baetica”, in K

eay 

（
以
下
、Ponsich

と
表
記
す
る
）, 

pp. 172-173. 

農
業
へ
の
ロ
ー
マ
人
の
大
規
模
な
従
事
は
、
帝
政
期

以
降
。Ponsich., pp. 173-178.

　

（
32
）Sillières, P., “A

rchitecture et urbanism
e à La Loba, in 

B
lázquez M

artínez”, in J. M
. et al. (eds.), L

a L
oba 

(Fuenteobejuna, C
ordoue, E

spagne): La m
ine et le village 

m
inier antiques , B

ordeux, 2002, pp. 146-162. E
sp. pp. 

158-162. Econom
y, p.167-168.

（
33
）Curchin, pp.136-140. 

ま
た
、
共
和
政
期
に
お
け
る
鉱
山
経

営
等
の
請
負
ま
た
商
取
引
の
た
め
に
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
定
住
し
た
イ
タ

リ
ア
人
は
、
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
「
一
攫
千
金
」
を
狙
っ
たclasse 

m
odesta

―
―
特
に
兵
士
と
多
様
な
商
人
―
―
で
あ
り
、
従
っ
て
「
前

一
世
紀
に
起
こ
っ
た
「
公
式
の
コ
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
る
」

と
い
う
次
に
挙
げ
る
論
文
の
見
解
は
、
本
稿
第
二
章
、
第
三
章
に
も

関
わ
り
重
要
。C

haves Tristán, F., “Papel de los <itálicos> 
en la am

ondación hispana”, in G
erion

17

（
以
下
、Chaves 

Tristán, itálicos

と
表
記
す
る
）, 1999, pp.309-310.

（
34
）Econom

y, pp.168-172.
（
35
）Polyb., 35, 1, 1-6. Richardson, Spain, p.79-80.

（
36
）Cic. II Verr . 4,25.

（
37
）
コ
ル
ド
ゥ
バ
で
鋳
造
さ
れ
た
ア
ス
貨
幣
に
記
銘
さ
れ
た
〝
Ｑ
〟
の

字
を
、
ク
ワ
エ
ス
ト
ル
と
考
え
る
研
究
者
が
多
い
。
こ
れ
が
属
州

都
市
の
政
務
官
で
あ
る
の
か
、
帝
国
の
政
務
官
で
あ
る
の
か
は
議
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論
に
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
有
名
な
ウ
ル
ソU

rso

の
都
市
法

碑
文
に
は
都
市
政
務
官
と
し
て
ク
ワ
エ
ス
ト
ル
は
な
い
。Chaves 

Tristán, itálicos, p.306. 

属
州
の
政
務
官
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明

は
、C

urchin, L. A., The Local M
agistrates of the R

om
an 

Spain , Toronto, 1990.

（
38
）
長
い
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
デ
キ
ム
ス
・
ユ
ニ
ウ
ス
・
ブ
ル
ー
ト

ゥ
スD

. Iunius Brutus

は
前
一
三
八
年
か
ら
前
一
三
三
年
ま
で
総

督
で
あ
っ
た
。

（
39
）A

pp., Ib . 43. 

グ
ラ
ッ
ク
ス
の
「
条
約
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

R
ichardson, J. S. H

ispaniae: Spain and the D
evelopm

ent 
of R

om
an Im

perialism
 218-82B

.C
. C

am
bridge , 1986 

（
以

下
、R

ichardson,H
ispaniae

と
表
記
す
る
）, pp.112-117.

（
40
）
前
一
五
四
年
、
ケ
ル
ト
イ
ベ
リ
ア
の
先
住
民
居
住
地
セ
ゲ
ダ
は
ロ
ー

マ
と
の
折
衝
に
お
い
て
自
分
た
ち
が
「
グ
ラ
ッ
ク
ス
の
条
約
」
に
従

っ
て
い
る
と
主
張
し
、
ロ
ー
マ
元
老
院
も
そ
の
こ
と
自
体
は
認
め
た
。

A
pp. Ib . 42-43. 

（
41
）Liv., 43, 2, 1-11. 

（
42
）Richardson, H

ispaniae , p.114. G
ruen, E. R

om
an Politics 

and the crim
inal C

ourts , H
arvard, 1968, p.10. Lintott, 

A
. W

. Im
perium

 R
om

anum
: Politics and Adm

inistration , 
London, 1993, p.98; p.212, n.4. B

rennan, T. C
. T

he 
Praetorship in the R

om
an R

epublic , vol.1, O
xford, 2000, 

pp.172-173.

（
43
）Liv., 43, 3, 1-4. 

註
一
三
も
参
照
の
こ
と
。 

（
44
）
宮
嵜
、
二
三
三
―
二
三
五
頁
。
カ
ル
テ
イ
ア
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に

近
い
既
存
の
先
住
民
居
住
地
が
起
源
で
あ
る
が
、
史
料
に
よ
れ
ば
住

民
の
中
に
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
も
い
た
と
い
う
。“in eoque Carteia, 

ut quidam
 aliquando Tartessos, et quam

 transuecti ex 
Africa Phoenices habitant.” (M

ela, II, 5, 96).

　

（
45
）
ル
シ
タ
ニ
ア
戦
争
に
つ
い
て
はR

ichardson, H
ispaniae , 

pp.132-137. Curchin, pp.33-39.

（
46
）Strab., 3, 2, 3; 3, 2, 11; 3, 2, 15. Ventura, pp.87-88. Jim

énes
&

 Carrillo, p. 56; p.72. n.22.Vaquerizo, D
. &

 M
urillo J. F., 

“The Suburbs of C
orduba”, in C

onim
briga  56, 2017

（
以

下
、Suburbs

と
表
記
す
る
）, pp.113f. M

elchor G
il, E. et 

al., “E
l C

am
ino de C

orduba a A
tegua: nuebos H

allazgos 
de infrastractura viaria R

om
ana en la Provincia de 

Córdoba”, AAC  8, 1997, p.162. M
elchor G

il, E., “H
istoria 

Córdoba Rom
ana desde su fóndacion hasta advenim

iento 
del principato”, in Rodoríguez N

eila, J. F. (ed.) La ciudad 
y sus legados históricos C

órdoba R
om

ana , Cordoba, 2016 

（
以
下
、M

elchor G
il

と
表
記
す
る
）, pp.33-35.

（
47
）Ventura, p.89. 

（
48
）Liv., 34, 21, 7. C

f. G
ell. N

A ., 2, 22, 29.

（
49
）
前
一
八
五
年
に
帰
還
し
た
総
督
が
大
量
の
金
、
銀
を
持
ち
帰
っ
て

い
る
。Liv., 39, 29, 6-7. 

さ
ら
に
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
カ
ル
タ
ゴ
・
ノ

ウ
ァ
に
つ
い
て
の
有
名
な
記
述
：「
こ
の
銀
鉱
山
は
た
い
へ
ん
大
き
く
、

市
か
ら
は
二
〇
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
ほ
ど
離
れ
て
い
て
、
外
周
四
〇
〇
ス

タ
デ
ィ
オ
ン
の
広
さ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
鉱
夫
四
万
人
が
働
い
て
お

り
、
当
時
ロ
ー
マ
国
民
の
た
め
に
一
日
に
つ
き
二
万
五
〇
〇
〇
ド
ラ

ク
マ
の
収
益
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。」Polyb. 34, 9, 8. 

（
訳
文
は
、

城
江
良
和
訳
『
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス

　
歴
史
４
』 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
、
三
三
三
頁
を
用
い
た
。）Richardson, H

ispaniae , 
pp.116-117. 

ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
前
一
二
〇
年
頃
に
死
去
し
て
い
る
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の
で
、
こ
の
記
事
は
そ
れ
以
前
の
状
況
を
記
述
し
て
い
る
。 

（
50
）
前
註
で
挙
げ
た
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
に
つ
い
て
は
解
釈
の
余
地

が
残
る
。
す
な
わ
ち｢

ロ
ー
マ
国
民
の
た
め
に｣

と
い
う
文
言
か
ら
、

既
に
カ
ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ
ァ
で
は
前
二
世
紀
前
半
の
段
階
で
鉱
山
の
国

営
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。Richardson, 

H
ispaniae , p.120. 

し
か
し
こ
の
文
章
か
ら
は
、
カ
ル
タ
ゴ
・
ノ
ウ

ァ
か
ら
産
出
さ
れ
る
大
量
の
銀
が
、
国
庫
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
鉱
山
経
営
自
体
が
何
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ

て
い
た
の
か
、
こ
こ
か
ら
の
み
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。Econom

y, 
pp.172-173,

（
51
）Chaves Tristán, F., “The Iberian and early Rom
an Coinage 

of H
ispania U

lterior Baetica”, in K
eay 

（

以

下
、Chaves 

Tristán, Iberian

と
表
記
す
る
）, pp. 167-168. Econom

y, 
pp.165-166.

（
52
）Liv., 40, 35, 4. 

（
53
）R

ichardson, Spain , pp.71-72. 

（
54
）C

haves Tristán, Iberian, p.147; pp.152-153.

（
55
）
先
住
民
居
住
地
か
ら
、
前
二
世
紀
末
の
在
地
産
陶
器
お
よ
び

カ
ン
パ
ニ
ア
陶
器
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。Ventura, p.89. 

Jim
énes &

 C
arrillo,p.58.

（
56
）C

f. C
urchin , pp.133-134. 

（
57
）V

entura, p.91.

（
58
）
植
民
市
研
究
と
し
て
、
主
要
な
も
の
の
み
を
挙
げ
る
。Salm

on, 
E

.T., R
om

an C
olonization under the R

epublic , London, 
1969 

（
以
下
、Salm

on

と
表
記
す
る
）. G

arsterer, H
., 

H
errschaft und Verw

altung im
 republikanischen Italien: 

D
ie B

eziehung R
om

s zu den italischen G
em

einden vom
 

Lateinerfriede 338 v. C
hr. bis B

undesgenossenskrieg 91. 
B

. C
hr ., M

ünchen, 1988. C
ornell, T., The B

eginnings of 
R

om
e: Italy and R

om
e from

 the B
ronze Age to the Punic 

W
ars (c.1000-264 B

.C
.) , London/ N

.Y., 1995. Bradley, G
. 

&
 W

ilson, J. P. (eds.), G
reek and R

om
an C

olonization: 
O

rigins, Ideologies and Interactions , Sw
ansea, 2006. 

中
の

各
論
。

（
59
）
両
者
の
見
解
を
支
持
す
る
主
な
著
書
の
み
を
挙
げ
る
。
ラ
テ
ン

権
植
民
市
は
な
い
：Salm

on, p.95. pp.190-193. 

で
は
、
コ
ル

ド
ゥ
バ
、
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ア
を｢

植
民
市
の
ス
タ
イ
ル
で
作
ら
れ

た
都
市｣

、
と
。Fear , p.62. 

特
に
コ
ル
ド
ゥ
バ
が
ラ
テ
ン
権
植

民
市
で
な
い
こ
と
を
詳
述
。pp.37-38. Richardson, Spain , 

p.78. M
elchor G

il, p.31. 

ラ
テ
ン
権
植
民
市
は
あ
る
：K

napp , 
p.10-12. V

entura, p.88. B
eltrán Lloris, F., “Les colonies 

latines d’H
ispanie (II e siècle av. n. È): em

igration italique 
et integration politique”, in B

arrandon, N
. &

 K
irbihler, 

F. (eds.), Les G
ouverneurs et les provinciaux sous la 

R
épublique rom

aine , R
ennes, 2011 

（
以
下
、Beltrán Lloris

と
表
記
す
る
）, p.137-138; p.142.

（
60
）Cf. Jim

énes &
 C

arrillo, pp.55-56.

（
61
）
宮
嵜
、
二
三
六
頁
。 

（
62
）K

napp , p.11. Jim
énes &

 Carrillo,p.56. H
outon, p.48. 

（
63
）
註
一
九
お
よ
び
二
三
を
見
よ
。
カ
エ
サ
ル
自
身
が
、
コ
ル
ド
ゥ
バ

を
オ
ッ
ピ
ド
ゥ
ムoppidum

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
も
注
意
。
こ
れ

は
一
般
に
は
法
的
地
位
を
持
た
な
い｢

町｣

の
意
。C

aes. B
ell.civ . 

2,19.3.

（
64
）
植
民
市
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
研
究
者
の
う
ち
、
ベ
ル
ト
ラ
ン
＝
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ロ
リ
ス
は
そ
も
そ
も
前
二
世
紀
の
ラ
テ
ン
権
植
民
市
を
法
的
に
と
い

う
よ
り
も
政
治
的
・
社
会
的
に
定
義
す
る
。
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
権
利
・
義
務
で
は
な
く
、
貨
幣
に
記
銘
さ
れ
た
Ｑ
の
文

字
（
ク
ワ
エ
ス
ト
ル
か
。
註
三
七
を
参
照
）、
政
務
官
の
ロ
ー
マ
風
の

名
前
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
政
務
官
が
都
市
政
務
官
で
あ
る
と

い
う
確
証
は
な
い
。Beltrán Lloris, p.131; p.137.

（
65
）
こ
こ
で
改
め
て
註
三
三
で
と
り
あ
げ
た
、
チ
ャ
ベ
ス
・
ト
リ
ス
タ
ン

の
見
解
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
属
州
総
督
と
そ
の
周
辺
の
人
々

は
一
般
に
ロ
ー
マ
人
有
力
者
の
出
自
で
あ
る
が
、
鉱
山
開
発
に
従
事

し
た
で
あ
ろ
う
人
々
は
、
未
だ
事
実
上
の
戦
地
で
あ
っ
た
前
二
世
紀

の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
命
の
危
険
を
冒
し
て
一
攫
千

金
を
目
指
すclasse m

odesta
の
出
自
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
々
が
軍
の
保
護
を
受
け
つ
つ
属
州
の

経
済
活
動
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期
の
現
実
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
こ
れ
は｢

公
式
の
コ
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

と
は
ほ
ど

遠
い
も
の
だ
っ
た
。
国
家
経
営
の
鉱
山
開
発
に
従
事
す
る
大
請
負
業

者
が
こ
の
地
に
進
出
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
前
一
世
紀
末
の
カ
エ
サ

ル
期
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
66
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（
67
）C

aes. B
ell.H

isp .,34.
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